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切
実
な
悩
み
持
ち
寄
っ
て

第
４
回
レ
セ
プ
ト
電
子
送
信
問
題
検
討
会

　
　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
８
日
、
西
宮
渡
辺
・

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
で
、
レ
セ
プ
ト
電
子
送
信
問

題
検
討
会
を
開
催
。
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
23
人

が
参
加
し
た
。
講
演
で
は
、
西
宮
芦
屋
支
部
が

７
月
に
行
っ
た
緊
急
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ

ら
れ
た
会
員
の
切
実
な
悩
み
に
応
え
る
形
で
、

田
中
慎
一
氏
（
フ
ォ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
）

が
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
か
か
る
初
期
費

用
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
を
解
説
し
、
広
川
恵
一
先
生
（
西
宮
市
・

広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
司
会
を
務
め
た
。

参
加
者
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　
　

広
川
恵
一
先
生
の
司
会
の
下
、
医
師
・
ス
タ
ッ

フ
ら
23
名
が
フ
ォ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
の

田
中
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
。
私
が
検
討

会
に
参
加
し
た
目
的
は
、
紙
の
レ
セ
プ
ト
を
す

で
に
作
成
し
て
い
な
い
会
員
の
方
々
は
ど
う
い

う
方
法
で
病
名
の
漏
れ
点
検
を
し
て
い
る
か
を

知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
最
終
ゴ
ー
ル
が
来
年
４
月

１
日
で
あ
る
こ
と
を
、
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

あ
と
半
年
で
は
な
い
か
。
当
院
は
日
本
医
師
会

の
標
準
レ
セ
コ
ン
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ
を
す
で
に
導
入
し

て
い
る
が
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
提
出
は
ま
だ
で
あ
る
。

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
気
に
回
線
送
付
す
る

前
に
フ
ロ
ッ
ピ
ー
で
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置
き
た

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て
講
演
す
る
田
中
氏

講演後も参加者からは切実な質問が相次いだ

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
24
日
（
金
）

に
西
宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
し

た
。
出
席
は
８
人
。

【
報　
　

告
】

①
第
29
回
支
部
総
会
（
７
・
４
）

②
医
療
過
誤
・
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
７
・
18
）

【
協
議
事
項
】

①
第
21
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
７
・
25)

②
新
規
開
業
医
交
流
会
（
７
・
25)

③
事
務
講
習
会
（
８
・
１
～
２
）

④
第
４
回
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
問

題
検
討
会
（
８
・
８
）

⑤
支
部
納
涼
懇
親
会
（
８
・
８
）

⑥
漢
方
研
究
会
（
９
．
５
）

⑦
英
語
で
診
療
＃
22
（
９
・
18)

⑧
第
５
回
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会

⑨
第
22
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
21
）

⑩
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
勉
強
会

⑪
阪
神
淡
路
大
震
災
15
周
年
企
画

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４

金
曜
日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の

ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

い
と
考
え
て
い
る
。
来
年
４
月
１
日
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
場
合
ど
う
な
る
の
か
。
締
切
り
が

迫
っ
て
き
た
今
の
時
点
で
も
、
厚
労
省
か
ら
の

回
答
は
ま
だ
な
い
。

　

参
加
し
た
会
員
か
ら
の
質
問
は
切
実
な
も
の

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
ど
の
医
療
機
関
も
オ
ン
ラ

イ
化
に
は
個
別
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
質
問

の
多
く
は
、
ど
の
回
線
業
者
を
選
ん
だ
ら
い
い

の
か
と
い
う
悩
み
で
あ
っ
た
。
建
物
の
制
約
で

回
線
自
体
が
引
け
な
い
と
い
う
会
員
も
い
る
だ

ろ
う
。
設
置
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
悩

む
と
こ
ろ
だ
。
国
の
補
助
が
な
い
な
ら
な
る
べ

く
安
く
あ
げ
た
い
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信
が
組
み

合
わ
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
事
業
者
（
レ
セ
コ
ン
業
者
）
と
通
信
事
業

者
が
互
い
バ
ラ
バ
ラ
の
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ

を
素
人
の
我
々
が
総
合
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
が
つ
ら
い
と
こ
ろ
だ
。
会
場
で

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
病
名
チ
ェ
ッ
ク
は
、
い
っ

た
ん
紙
に
打
ち
出
し
て
行
う
し
か
妙
案
が
な
い

ら
し
い
。

 

【
西
宮
市
・
吉
岡
整
形
ク
リ
ニ
ッ
ク                

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
岡 

裕
樹
】

 

西宮芦屋支部はレセプト

電子送信問題検討会の後、

ニューミュンヘン倶楽部

神戸元町店で納涼懇親会

を開催。冷たいビールを

飲みながら、ざっくばら

んな懇親会となった。



（２）２００９年８月２５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　　号外

第
13
回
医
療
過
誤
・
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

司
法
に
対
し
て
声
を
上
げ
よ
う

　
　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
７
月
18
日
、
西
宮
市

民
会
館
で
、
「
薬
の
使
い
方
と
裁
判
」
と
題

し
て
第
13
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
36
人
が
参
加
し

た
。
講
師
に
鵜
飼
万
貴
子
弁
護
士
（
米
田
泰

邦
法
律
事
務
所
）
を
迎
え
、
半
田
伸
夫
先

生
（
西
宮
市
・
半
田
医
院
）
が
司
会
を
務
め

た
。
参
加
者
か
ら
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

講義後も医師・歯科医師と薬剤師の先生が

活発な討議を行った

今
回
は
、
鵜
飼
万
貴
子
弁
護
士
か
ら
「
薬
」

が
関
係
し
た
「
医
事
紛
争
」
と
そ
れ
に
対
す
る

裁
判
所
の
判
断
を
豊
富
な
事
例
を
提
示
し
な
が

ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
師
、
薬
剤
師
と
も
に
参
加
者
が
多
く
、
講

演
後
に
は
定
刻
を
過
ぎ
て
も
活
発
な
討
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
次
の
２
点
で
し
た
。

①
薬
剤
添
付
文
書
の
重
要
性

添
付
文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
効
能
・
効
果
、

禁
忌
な
ど
と
異
な
っ
た
薬
剤
の
使
用
の
正
当
性

を
裁
判
で
証
明
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
こ
と

（
例
）
不
穏
患
者
に
セ
レ
ネ
ー
ス
を
投
与
…
効

能
に
は
統
合
失
調
・
躁
病
の
み

②
医
療
職
の
中
で
も
医
師
の
刑
事
責
任
が
突

出
し
て
重
い
こ
と

事
故
に
直
接
関
与
し
て
い
な
く
て
も
実
刑
判

決
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る

（
例
）
「
京
都
宇
治
川
事
件
」
で
は
準
看
護
師

が
医
師
の
指
示
の
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
Ca
を
間
違
っ

第
21
回
在
宅
医
療
研
究
会

〝
湿
潤
療
法
〟〝
痛
み
と
薬
剤
〟

　
　
　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
講
演

　
　

西
宮･

芦
屋
支
部
は
７
月
25
日
、
第
21
回
在

宅
医
療
研
究
会
を
西
宮
神
社
会
館
で
開
催
、
90

人
が
参
加
し
た
。
第
１
講
は
「
今
日
か
ら
で
き

る
、
在
宅
で
の
床
ず
れ･

や
け
ど･

キ
ズ
の
手

当
て
～
湿
潤
療
法
の
基
礎
か
ら
実
践
ま
で
～
」

と
題
し
て
、
明
石
市
・
医
仁
会
譜
久
山
病
院
の

譜
久
山
仁
先
生
、
第
２
講
は｢

痛
み
と
薬
剤
―

使
い
方
、
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
―｣

と
題
し
て
、

兵
庫
医
科
大
学
疼
痛
制
御
科
学･

ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
部
助
教
の
柳
本
富
士
雄
先
生
を
講
師
に

迎
え
た
。

あいにくの雨の中、90 人もの

参加者が会場につめかけた

　

譜
久
山
先
生
か
ら
は
、
床
ず
れ･

や
け
ど･

キ
ズ
の
手
当
て
に
導
入
さ
れ
て
い
る
、
開
放
性

ウ
エ
ッ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ(

Ｏ
Ｗ
Ｔ)

療
法
に

つ
い
て
、
従
前
の
治
療
法
と
の
違
い
や
、
湿
潤

環
境
を
保
持
す
る
、
創
面
を
物
理
的
に
損
傷
し

な
い
、
消
毒
液
は
使
用
し
な
い
、
汚
染
を
除
去

す
る
治
療
法
の
実
際
を
講
演
さ
れ
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
ラ
ッ
プ
療
法
に
対
し
て
臭
い
な
ど
、

全
面
的
に
納
得
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

今
回
の
湿
潤
療
法
に
は
大
変
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
の
判
断
で
の
実
施
に
は
勇
気
い
り
ま

す
が
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
実
施
し
て
い
き
た
い
」

「
わ
か
り
易
い
お
話
し
で
、
明
日
か
ら
で
も
実
行

し
て
み
た
い
と
思
う
お
話
し
で
し
た
。
わ
ず
か

な
年
金
で
高
い
皮
膚
保
護
材
を
利
用
さ
れ
て
い

る
方
が
い
る
の
で
、
Ｏ
Ｗ
Ｔ
パ
ッ
ド
を
早
速
ご

紹
介
し
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

柳
本
先
生
か
ら
は
、
痛
み
に
つ
い
て
の
国
際

定
義
や
、
急
性
・
慢
性
・
が
ん
性
疼
痛
と
い
う

分
類
に
基
づ
い
て
、
オ
ピ
オ
イ
ド
薬
剤
の
使
い

方
と
と
も
に
、
そ
れ
へ
の
抵
抗
性
疼
痛
に
つ
い

て
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
た
。
さ
ら
に
兵
庫
医
大

て
コ
ン
ク
ラ
イ
ト
Ｋ
を
静
脈
注
射
し
て
し
ま
っ

た
さ
ら
に
鵜
飼
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対

す
る
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
裁
判
所
の
判
断
で

明
ら
か
に
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
に
対
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
し
か
る
べ
き
手
段
で
法

曹
界
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
」

こ
と
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
も
自
分
た
ち
で
正
す
べ
き
こ
と
は

正
し
た
上
で
、
司
法
に
対
し
て
声
を
上
げ
る
べ

き
こ
と
は
上
げ
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
医
療

界
は
閉
鎖
社
会
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
討
議
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
問

題
な
ど
で
医
師
と
薬
剤
師
の
連
携
が
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

誰
が
責
任
を
取
る
の
か
？
と
い
う
の
で
は
な

く
、
患
者
さ
ん
の
自
己
責
任
の
問
題
も
含
め
て

こ
れ
か
ら
皆
で
考
え
て
い
く
べ
き
問
題
か
と
想

わ
れ
ま
す
。

最
後
に
司
会
の
半
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、

カ
ル
テ
を
中
心
と
し
た
「
記
録
」
の
重
要
性
も

再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

【
西
宮
市
・
や
ま
か
げ
ク
リ
ニ
ッ
ク              

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
陰　

圭
一
】 

疼
痛
制
御
科
学･

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
部
の
め

ざ
す
、
難
治
性
が
ん
疼
痛
治
療
と
が
ん
疼
痛
治

療
拠
点
と
い
う
二
つ
の
使
命
を
強
調
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
も
っ
と
ペ
イ
ン
の
先
生
が
在

宅
に
か
か
わ
っ
て
下
さ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
が
、

外
来
部
門
の
時
間
だ
け
で
は
十
分
に
コ
ン
タ
ク

ト
が
と
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
」
「
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
在
宅
患
者
に
処
方
さ
れ
て
い
た
オ
ピ
オ
イ
ド

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
今
後
も
、
患
者
・

家
族
の
抵
抗
感
を
解
い
て
、
痛
み
の
緩
和
を
い
っ

し
ょ
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。 　　　第 22 回漢方研究会 （薬科部共催）

 呼吸器疾患における処方の実際

           ～かぜを中心に～
【日時】　９月５日 (土 )  午後４時～５時半

【会場】　兵庫県学校厚生会館２階会議室

【講師】　北海道大学名誉教授　本間 行彦 先生

【司会】　川﨑 史寛 先生 (川﨑医院）

　　　　長光 由紀 先生（ウイング調剤薬局）

【協賛】　株式会社ツムラ

お問い合わせは協会事務局伊藤・岡林・山田まで ℡ 078-393-1817


